
慣らされるとどうなるかな？ 
3 人の子育て中、我が家は長い坂道の上に立つ

3 階建ての社宅の 3 階に住んでいました。自転車

の前と後ろに子供を乗せ幼稚園の送り迎えや買い

物もこなしていた。確かに、今よりは若くた体力

もあったから出来たとおもう。でも、訳あって車

の免許を取ってから世界が変わってしまいました。

子供が歩いて通う学校のＰＴＡの会合にも車で行

くようになってしまい、知らぬ間に車に慣らされ

てしまいました。これではいけないと、最近は自

転車や徒歩で出かけるようになりました。徒歩で

は、車では目に留まらない花や蝶や鳥に出会いま

す。春には花を付けていたどんぐりが今は道端に

沢山落ちています。四季折々の風景を楽しみなが

ら時には寄り道し、知らない方とおしゃべりした

りしています。便利にならされるとついつい便利

な物に頼ってしまいます。便利だからと買った小

物も結構あり、使わなくな

ったものを見てこれでは

いけないと。そこで、これ

は便利と買う前に、本当に

要るの？と一呼吸置き考

えるようにしていいます。 

幸せの形は無限にある 

夫が 48 歳の時脳動脈瘤の手術をし高次脳機能

障害・失語症という障害者になりました。昨日ま

で何の問題もなく会話が出来たのに、今日は会話

が出来ません。何を聞いてもトンチンカンな返事

しか返って来ないのです。本人も、家族も戸惑う

ばかりでした。でも、夫が障がい者になったこと

で、夫がいないのが当たり前の我が家の食卓にい

つも夫がいます。かみ合わない会話でも「お父さ

んは障害者だからと」と、子供たちも笑いながら

夫と話をしています。食後に子供たちとゲームに

夢中になったりと、今までの我が家では考えられ

ないことが沢山起こりました。 
確かに、夫が障がい者になって今まで出来てい

たことが何も可も出来なくなり、本人も家族もこ

んなにも不便になるのかと障害になったことを恨

んだこともありました。でも、障害者にならなか

ったら出会うことのなかった多くの人たちに出会

えたことは私の大きな財産になりました。家族に

障害者と健常者の両方の世界を体験させてくれた

夫に感謝しています。 
 

１２月の予定 
１２月 ４日（火）うたごえ広場 ２時～４時     ショッピングセンターリブラ１階 
１２月１３日（木）笑顔屋    １０時３０分～１２時 ショッピングセンターリブラ１階 
１２月１５日（土）～２３日（月）写真展 １０時 30 分～１６時  リブラ１階 
１２月１９日（水）笑顔屋    １０時３０分～１２時 ショッピングセンターリブラ１階 
１２月２１日（金）認知症家族会 １０時３０分～１２時 ショッピングセンターリブラ１階 
１２月２３日（日）映画鑑賞会  １０時３０分～１２時３０分 リブラ２階 元映画館 
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